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１．はじめに 

 コンクリート構造物の代表的な劣化の１つとして，アルカリ骨材反応（ＡＳＲ）がある。近年，ＡＳＲによ

る膨張を防ぐ方法として，外部からの水の侵入を防ぎ，内部からの水の蒸発を妨げないとされる表面含浸材が

着目されている。しかし，表面含浸材の効果を実環境や大型の供試体で検証した例はまだ少ない。そこで，供

試体を作成し，コンクリート含水率の測定を行った結果を報告する。 

２．実験概要  

 供試体は，図-1 に示す 400×400×200mm の形状とし，コンクリ

ートは，表-1に示す配合を用いた。供試体は，材齢 28 日まで湿布

養生を行い，その後室内に保管して表面を乾燥させ，材齢 42 日で

表面含浸材を塗布した。そして，材齢 73 日（2008 年 12 月 28 日）

より茨城県つくば市で屋外暴露を開始した（写真-1）。なお，暴露

面以外は蝋を塗った上でアルミテープを貼り付け，乾燥を防いだ。 

 表面含浸材は，叶，守屋らの研究 1)を参考に，類似の材料の中で

も透水量が小さく，耐久性も高いと考えられるものを選定した。表

-2に使用した含浸材の有効成分量および塗布量を示す。 

供試体の含水率は，湯浅らが開発したセラミックセンサ 2）を用

い，センサの抵抗値より推定した。また，セラミックセンサは，個

体差を考慮して，それぞれの深さに 2～3個を配置した（図-1）。 

暴露開始後は，約2週間に1回，晴天時に含水率の測定を行った。

また，暴露開始から約 2箇月が経過した 2008 年 2 月に 17 日間連続

で含水率の測定を行った。暴露中の平均気温・降水量を図-2 に示

す。 

なお，本報では，雨掛かりのある上面の暴露面に着目して整理し

た。 

３．実験結果 

3.1 含浸材を適用していない供試体の測定結果 

図-3 に脱型前からの含水率測定結果を示す。室内に保管してい

た時期には，暴露面から 10，20，30，50mm の位置において，含水

率が 0.7～1.0%低下していた。一方，暴露面から 100，200mm の位

置の含水率にはほとんど変化が見られなかった。 

暴露直前（12/19）と暴露後（1/15）の含水率を比較すると，そ

れまで低下していたコンクリート表面の含水率が大きく増加して

いた。これは，12/28 から 29 日の間に降水量が比較的大きい降雨

があったためと考えられる。含水率の増加量は， 10，20，30，50mm

の位置で，それぞれ 2.0%，1.2%，0.9%，0.3%と表面からの距離に 
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表-1 配合 

単位量（kg/m3） W/C 

（%）

S/a 

（%） W C S G 

50 50.4 170 340 887 900

 
写真-1 暴露状況 

表-2 表面含浸材 

種類 有効成分量 
（%） 

塗布量 
（g/m2） 

シラン系 20 200 
シリコーン系 80 200 
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よって異なっていた。暴露面から 100mm 以深では，暴露前と同様

に，含水率の変化はほとんどなかった。暴露面からの距離が遠く

なるほど降雨による短期的な含水率の変化が生じにくくなった

ものと考えられる。 

3.2 含浸材の効果 

1)降雨による短期的な含水率の変化 

 図-4に各供試体の暴露面から10mmの位置における含水率を17

日間連続して測定した結果を示す。この期間では，2/12（測定前

から）に降雨があった。また，2/26～27 にかけて降雨があった。

表面含浸材なしの供試体は，2/12 の含水率が比較的大きく，2/26

から 2/27 の間にも含水率が変化していた。これに対して，シラ

ン系またはシリコーン系の含浸材を適用した供試体では，含水率

の変化が穏やかで，常に適用していない供試体よりも含水率が小

さくなった。シラン及びシリコーン系の含浸材によって，外部か

らの水分侵入が抑制されていることが確認できた。 

2)長期的な含水率の変化 

図-5に各供試体の暴露面から50mmの位置における含水率測定

結果を示す。暴露面から 50mm の位置では，いずれの供試体でも

降雨における含水率の短期的な変化は小さい。しかし，長期的な

含水率は，シラン系またはシリコーン系の含浸材を適用した場合

のものが，適用しなかった場合より 0.7%程度小さくなった。こ

れは，降雨時の水分侵入が抑制された結果であると考えられる。 

図-6 に各供試体の暴露面から 100mm の位置における含水率測

定結果を示す。暴露面から 100mm の位置では，いずれの供試体で

も降雨における含水率の短期的な変化は小さく，かつ長期的な含

水率は概ね同程度となっている。これは，図-3でも見たように，

暴露面から離れており，水分が移動しにくいものと考えられる。 

４．まとめ 

 シラン系，シリコーン系の表面含浸材を用いた供試体の含水率

を測定し，これらが雨水の侵入を抑制していることを確認した。

暴露後2箇月間の測定結果では，雨掛かりのある暴露面から50mm

までの位置で含浸材による含水率の低減効果が見られた。暴露面

から 100mm 以上の位置では，現状では十分な低減効果が見られて

いなかった。今後さらに測定を継続し，表面含浸材の補修効果を

検討していく予定である。 
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